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アドミッションポリシー
日本医科大学は、1876 年に創立された済生学舎を前身とし、創立 135 年を超えるわが国最古の

私立医科大学です。
本学の学是は「克己殉公」、すなわち “我が身を捨てて、広く人々のために尽くす” ことであ

り、教育理念として「愛と研究心を有する質の高い医師、医学者の育成」を掲げ、多くの臨床医、
医学研究者、医政従事者を輩出してきました。

この学是、教育理念、そして歴史ある私立医科大学という特長を基盤に、最新の医学を教育・
研究し、広く国際的な視野に立った見識と豊かな人間性を備えた医師、医学研究者の養成に努
め、人々の健康の維持・増進、社会に貢献することを使命と考えています。

本学では、この学是、教育理念そして使命を理解・尊重し、豊かな資質を持った次のような人
を求めています。

1 .  医学を学ぶ目的意識が明確で、自ら努力する人
2 .  生命倫理を尊重し、医学を学ぶための知性と科学的論理性を備えた人
3 .  病める人の心を理解し、相手の立場で物事を考えることができる、思いやりのある人
4 .  社会的な見識を有し、周囲との協調性、調和性を尊重する人
5 .  世界の医学・医療の進歩と発展に貢献する強い意欲のある人 
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1．募集人員

2．出願資格

3．出願期間

4．出願書類および受験料
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医学部　医学科　114 名
うち 4 名は下記の奨学金制度を利用する者。

・千葉県医師修学資金貸与募集枠（3 名）
・福島県地域医療医師確保修学資金貸与募集枠（1 名）
（制度の詳細は 9〜10 ページをご覧ください。）

（1） 高等学校もしくは中等教育学校を卒業した者および平成 24 年 3 月卒業見込みの者。
（2） 通常の課程による 12 年の学校教育を修了した者および平成 24 年 3 月までに修了見込みの者。
（3） 外国において、学校教育における 12 年の課程を修了した者および平成 24 年 3 月までに修了見込

みの者、またはこれに準ずる者で文部科学大臣の指定した者。
（4） 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上あることその他の文部科学大臣が定める基準を満たす

ものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に終了した者、
および平成 24 年 3 月までに修了見込みの者。

（5） 文部科学大臣が高等学校の教育課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当
該課程を修了した者および平成 24 年 3 月までに修了見込みの者。

（6） 文部科学大臣が指定した者。
（7） 高等学校卒業程度認定試験に合格した者および平成 24 年 3 月までに合格見込みの者、または大学

入学資格検定に合格した者。

※　受験事前相談について
次に該当する者は、事前相談が必要になりますので、出願に先立ち（遅くとも出願開始日の１ヶ

月前までに）、教務課入試係にお問い合わせください。
・受験及び修学上、ハンディキャップをお持ちで特別の配慮を必要とする者
・外国の学校を卒業した者および平成 24 年 3 月までに卒業見込みの者

     平成 23 年 12 月 19 日（月）～平成 24 年 1 月 17 日（火）（郵送必着）

●入学願書
本学交付の用紙に、黒のボールペンで正しく記入してください。

●写真 3 枚（縦 4cm×横 3cm の同一写真、カラー・白黒いずれも可。）
平成 23 年 10 月 1 日以降に撮影した上半身脱帽・正面・背景なしの写真を入学願書、受験者写真カ
ード、受験票のそれぞれに貼付してください。



●入学志願者票

本学交付の用紙に、記入例（別添）を参考に HB または B の鉛筆で記入してください。
●調査書

高等学校長が平成 23 年 10 月 1 日以降に発行したもの。
（高等学校の保存年限が経過し、調査書が発行されない場合は卒業証明書および成績証明書。成績証
明書が発行されない場合は単位修得証明書。いずれも発行されない場合は高等学校が作成する発行
不能証明書。）
なお、高等学校卒業程度認定試験・大学入学資格検定合格者は、合格証明書および成績証明書（高等
学校で取得した科目がある場合は高等学校長の証明する単位取得証明書も併せて提出。）

●受験者整理シール

記入例に従って、黒のボールペンで記入してください。
●受験票返信用封筒

本学交付の封筒（小）に郵便番号・住所・氏名を記入し、770 円分の切手（書留・速達料を含む。）を

貼付してください。
●受験料　60,000 円

同封の振込依頼書により銀行振込の後、〔振込金受取書Ａ（※銀行取扱印の押されたもの。）〕を出願
書類とともに郵送してください。

●その他

外国国籍を有する者は、市区町村長発行の外国人登録済証明書（写しで可。）を同封してください。

本学交付の封筒（大）に出願書類・振込金受取書Ａを入れ、郵送してください。（郵送必着）

（※出願後は理由の如何を問わず、出願書類、受験料の返還は一切できません。また、出願後 1 週間
を経過しても、受験票が届かない場合は、学事部教務課入試係に申し出てください。）

〔郵送先〕郵便番号 113-8602　東京都文京区千駄木 1-1-5　日本医科大学学事部教務課入試係

※　個人情報の取り扱いについて

出願にあたって提出された氏名・住所その他個人情報は、入学者選抜・合格者発表・入学手続き
など、入学試験および入試統計データ作成目的以外には一切使用いたしません。

入学者の選抜は、学力試験の成績によって第 1 次試験合格者を決定し、第 2 次試験の結果および調査
書を総合して第 2 次試験合格者を決定します。

4 Nippon Medical School

5．出願方法

6．入学者選抜の基準
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試験科目：

第 1 次試験時間割：

試 験 日 教　　科 問題配布 試験開始 試験終了

2 月 1 日（水）
外国語（英語） 8 時 50 分 9 時 00 分 10 時 30 分

8 時30 分までに入場 数　学 11 時 15 分 11 時 25 分 12 時 55 分
理　科 14 時 00 分 14 時 10 分 16 時 10 分

※ 出願時に登録した理科の受験選択科目の変更はできません。
※　配点（英語 300 点、数学 300 点、理科 400 点の合計 1,000 点）

理科の内訳（物理 200 点、化学 200 点、生物 200 点）

出題教科 出題科目
英語 Ⅱ

英　語 リーディング
ライティング
数学 Ⅰ
数学 Ⅱ
数学 Ⅲ

数　学
数学 Ａ
数学 Ｂ（「統計とコンピュータ」「数値計算とコンピュータ」を除く）

数学 Ｃ（「統計処理」を除く）

物理 Ⅰ
物理 物理 Ⅱ

理　科 （選択項目「物質と原子」の中の〈原子、電子と物質の性質〉及び「原子と原子核」を除く）

化学 Ⅰ
化学 化学 Ⅱ

（選択項目「生活と物質」及び「生命と物質」に関しては、共通する部分を出題範囲とする）

生物 Ⅰ
生物 生物 Ⅱ

（選択項目「生物の分類と進化」と「生物の集団」の双方を出題範囲に含む）

（物理・化学・
生物の 3 科目か
ら 2 科目選択）

試験日：平成 24 年 2 月 1 日（水）

試験場：Ａ．日本獣医生命科学大学（第一校舎）

東京都武蔵野市境南町 1- 7- 1
（ＪＲ中央線武蔵境駅南口下車　徒歩 2 分）

Ｂ．日本赤十字看護大学（武蔵野キャンパス）

東京都武蔵野市境南町 1- 26- 33
（ＪＲ中央線武蔵境駅南口下車　徒歩 12 分）
※　試験場は受験票送付時にお知らせします。

7．第１次試験



8．第１次試験合格者発表
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※　受験上の注意事項

①　試験場の下見はできません。
②　午前 8 時 30 分までに試験場へ入場してください。

天候・交通機関の乱れ等により、開始時間を繰り下げる等の対応をする場合があります。
③　試験開始 30 分経過後は、入場できません。
④　出願時に登録した理科の受験選択科目の変更は認めません。
⑤　解答が終わっても、または試験を放棄する場合でも、試験終了時間までは退場できません。
⑥　受験票は常に携帯し、試験中は机上に提示し、試験終了後は持ち帰ってください。

受験票を持参しなかった場合は、試験開始前に試験本部で再発行を受けてください。
⑦　不正行為を認めた場合は、試験の一切を無効とするとともに、試験場から退場させ、試験終了時

間まで別室にて待機してもらいます。
⑧　机上には受験票と筆記用具（鉛筆、シャープペンシル、消しゴムのみ。コンパス、定規等は使用

できません。）および時計（計時機能のみのもの）、以外は置かないでください。
ティッシュペーパー・目薬等を使用する場合は、外箱・外袋をはずして本体のみを、机上に置い
てください。耳栓は監督者の指示が聞こえなくなるので使用できません。

⑨　時計のアラーム音は鳴らないようにしてください。
⑩　携帯電話は必ず電源を切り、カバンの中にしまってください。
⑪　カバン等は各自の机の下に置くか、監督者の指示した場所に置いてください。
⑫　体調が悪くなったり、トイレに立つ場合は挙手をし、監督者の指示に従ってください。
⑬　自動車・オートバイ等での来場はできません。
⑭　大学敷地外で行っている「合否通知」等は、本学とは一切関係ありません。
⑮　各試験場では、弁当等の販売は行いませんので、各自準備してください。
⑯　保護者等の控室はございません。

※　入試過去問題活用宣言について

本学は「入試過去問題活用宣言」参加大学です。
「入試過去問題活用宣言」とは、各大学が学力試験に際し、アドミッションポリシーを実現するた

めに必要と認める範囲で、「入試過去問題活用宣言」に参加している大学の入試過去問題を相互に利
用する制度です。

但し、日本医科大学は参加大学に本学の入試過去問題の使用を認めていますが、本学および参加他

大学の入試過去問題から出題することはありません。

日　時：平成 24 年 2 月 7 日（火）　午後 1 時

場　所：①　日本医科大学 医学部 教育棟　1 階　掲示場

②　日本医科大学ホームページ（http: //college.nms.ac. jp）
発表方法：第 1 次試験合格者を受験番号により発表します。

注意事項：ホームページでの案内は合否確認の補完的手段で、本学医学部での掲示を正式な合否発表
といたします。



対　象：第 1 次試験合格者に対して実施します。

日　時：平成 24 年 2 月 13 日（月）・14 日（火）

試験場：日本医科大学 医学部（教育棟）

東京都文京区千駄木 1-1-5
（東京メトロ千代田線　千駄木駅または根津駅下車　徒歩 8 分）
（東京メトロ南北線　東大前駅下車　徒歩 8 分）

試験科目：小論文・面接

第 2 次試験時間割：

※ 受験上の注意事項

①　午前 8 時 40 分までに試験場へ入場してください。
②　その他の注意事項は第 1 次試験の注意事項を参照してください。

日　時：平成 24 年 2 月 17 日（金）午後 1 時

場　所：①　日本医科大学  医学部（教育棟）1 階　掲示場

②　日本医科大学ホームページ（http: //college.nms.ac. jp）
発表方法：第 2 次試験合格者を受験番号により発表します。

同時に補欠者を繰上げ合格順（成績順）に発表します。
入学手続書類の交付：

①　合格者に対し、教務課窓口で合格通知書および入学手続書類を交付します。
② 2 月 17 日午後 5 時までに交付を受けない合格者に対しては、「受験者整理シール」の住所欄に記

載された住所に、速達郵便で送付します。
③　電話等による合否および繰上げ状況の問い合わせには、一切応じられません。
注意事項：ホームページでの案内は合否確認の補完的手段で、本学医学部での掲示を正式な合否発

表といたします。

補欠者からの繰上げ合格は、合格者の入学手続状況により成績順位に従って、上位より順次通知しま
す。

11．繰上げ合格

9．第２次試験
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10．第２次試験合格者発表・入学手続書類の交付

試験日 問題配布 試験開始 試験終了

2 月 13 日（月） 午前 小論文 8 時 50 分 9 時 00 分 10 時 00 分
8 時 40 分までに入場 午後

2 月 14 日（火）
午前 面　接　　　  各人の面接日時は小論文終了時に通知します。
午後



入学時学納金（年額）　
授業料 2,470,000 円
実習費 510,000 円
施設整備費 1,000,000 円

（但し 2 年次〜6 年次は年額 570,000 円）

教育充実費 900,000 円

入学手続書類

誓約書
保証書
学生身上調査書
顔写真 3 枚（カラーまたは白黒、縦 4cm×横 3cm、同一写真）

住民票（本籍記載のあるもの）、または住民票記載事項証明
書。いずれも、本人のみの記載があれば可。
卒業証明書（高校・大学を平成 24 年 3 月卒業者のみ。）

退学証明書（大学を平成 24 年 3 月までに退学した者のみ。）

8 Nippon Medical School

※　注意事項
①　第 1 段階での納付金（入学金）については、理由の如何を問わず返還できません。
②　第２段階までの入学手続後、平成 24 年 3 月 31 日（土）午後 4 時までに入学辞退を申し出て、

所定の手続を行った者に対しては、入学金を除く納付金を返還します。
③　平成 24 年 3 月 31 日（土）午後 4 時を過ぎて入学を辞退する場合には、納付金は一切返還でき

ませんのでご注意ください。

・入学後に下記の諸経費が必要となります。（6 ヵ年分）
学生教育研究災害傷害保険 4,800 円
学友会費 60,000 円
父母会費 90,000 円
同窓会費 140,000 円

合　　計 294,800 円

納付金および提出書類 納入・提出期限区　分

第 1 段階 入学金（初年度のみ）　 1,000,000 円
2 月 27 日（月）

正午まで

第 2 段階

※ 在学中の学納金については、毎年度新たに定められた金額を納入するものとします。
※　4 年次では共用試験受験料を別途徴収します。（平成 23 年度 28,000 円、平成 27 年度は未定。）

4,880,000 円

3 月 14 日（水）
正午まで

（卒業証明書・退学証明書
については、上記期間に
間に合わない場合は、
平成 24 年 3 月 31 日（土）
までに提出。）

入学手続は、次のとおり 2 段階で行います。所定の期間内に納付金を納入し、入学手続を完了しない
と入学の資格を失います。

なお、繰上げ合格者の入学手続方法・手続期間については、別に指定します。

12．入学手続



13．特待生制度
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14．奨学金等の制度

入学試験成績上位 30 名のうち入学した者を特待生とし、入学時の授業料 2,470,000 円を免除します。

本学では、各種奨学金や、金融機関との提携による融資など、奨学金制度を充実させ、学生を支援し
ています。また、平成 23 年度は、東日本大震災で罹災された学生・保護者に対する経済支援を行うた
め、授業料の減免をいたしました。

（1）日本医科大学奨学金（在学生　２年次～６年次）
年間事業費：5,000 万円。（平成 23 年度から、増額されています。）
学業人物ともに優れ、かつ経済的に困窮している学生に対し、学納金の全額または一部を無利息で

貸与する制度で、毎年度募集し 1 年ごとに貸与します。
〔平成 23 年度実績〕貸与人数：22 名（一人当たり平均貸与額：年額約 224 万円）

希望者全員に対応しました。

（2）日本医科大学父母会奨学金（在学生　２年次～６年次）
年間事業費：1,000 万円（平成 23 年度から、増額されています。）
経済的に困窮し、かつ学業人物ともに優れた学生に対し、学納金の一部を無利息で貸与する制度

で、毎年度募集し 1 年ごとに貸与します。
〔平成 23 年度実績〕貸与人数：5 名（一人当たり平均貸与額：年額 200 万円）

（3）日本医科大学特別学資ローン制度
年間事業費：約 2,000 万円
本学が保証人となることにより、学費相当額を上限として無担保で金融機関から融資が受けられ

ます。
〔平成 23 年度実績〕融資人数：5 名（一人当たり平均融資額：年額 160 万円）

（4）日本学生支援機構奨学金（第一種・第二種）
詳細は日本学生支援機構のホームページをご覧になるか、本学教務課までお問い合わせください。

（5）全国自治体との提携による奨学制度
地方自治体が運営する制度で、卒業後一定期間指定された医療機関に勤務した場合、奨学金の返還

が免除されます。（詳細は、各都道府県の HP でご確認ください。）
① 千葉県医師修学資金貸与募集枠

【対　象】入学生（3 名）
【貸与額】月額 30 万円（6 年間総額 2,160 万円）
【返還免除の条件】大学を卒業した日から 1 年 3 か月以内に医師免許を取得し、貸与期間の 1.5

倍の期間県内の医療機関に勤務した場合、返還は免除されます。



15．学生教育研究災害傷害保険制度

16．寄付金
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②　福島県地域医療医師確保修学資金貸与募集枠

【対　象】入学生（1 名）
【貸与額】月額 23.5 万円（その他：100 万円を上限に入学一時金を貸与。総額 1,792 万円）
【返還免除の条件】大学を卒業した後、2 年以内に医師免許を取得し、直ちに初期臨床研修に従

事し、その後継続して福島県が指定する医療機関に修学資金貸与期間の 1.5
倍の期間（6 年の貸与機関に対して 9 年間）勤務した場合は、修学資金の返
還の債務の全部が免除されます。

③　東京都地域医療医師奨学金（一般貸与奨学金）

【対　象】5 年次（貸与時、5 年次に在籍するもの）
【貸与額】月額 30 万円（2 年間で総額 720 万円）
【返還免除の条件】医師国家試験に合格し、初期臨床研修終了後、原則として 3 年間、小児医療・

周産期医療・救急医療・へき地医療のいずれかの領域で、東京都の指定する
医療機関に医師として従事したとき奨学金の返済が免除されます。

④　静岡県医学修学研修資金貸与制度

【対　象】在学生（1 年次〜6 年次）
【貸与額】月額 20 万円（6 年間、総額 1,440 万円）
【返還免除の条件】初期臨床研修終了後、県内の県立病院、市町立病院などの公的医療機関のう

ち、本人の意向を聴取した上で県が個別に指定する医療機関で、医師として
修学研修資金の 1.5 倍に相当する期間を勤務することで、貸与した資金全額
の返済が免除されます。

（6）金融機関等との提携ローン制度

本学の入学者及び在学者に対して、日本医科大学が提携する銀行または信販会社より学納金の融
資等を受けられる制度です。

（7）その他

経済的に困難な学生に対して、2 年次以降は学費の分納制度があります。

本学学生は、種々の教育研究活動および通学中の災害に対する被害救済の措置として、（財）日本国際
教育支援協会の学生教育研究災害傷害保険に加入しています。この保険は、入学時に 6 ヵ年分の保険料
を納めることにより、正課授業、課外活動および通学中の災害に対し補償される制度です。

※　詳細については、学事部教務課にお尋ねください。

本学では、入学後、医学教育研究の充実を図るため、任意の寄付をお願いしています。



（1）第１次試験場

Ａ：日本獣医生命科学大学（第一校舎）　　　　 Ｂ：日本赤十字看護大学（武蔵野キャンパス）

〒180-8602 東京都武蔵野市境南町1- 7- 1　　　 〒180-8618 東京都武蔵野市境南町1- 26-33
JR中央線武蔵境駅南口下車　徒歩2分　　　　            JR中央線武蔵境駅南口下車　徒歩12分

（2）第２次試験場

日本医科大学医学部（教育棟） 〒113-8602 東京都文京区千駄木 1- 1- 5
《利用交通機関》◇ 東京メトロ千代田線千駄木駅または根津駅下車徒歩8分

◇ 東京メトロ南北線東大前駅または本駒込駅下車徒歩8分
◇ 都営地下鉄三田線白山駅下車徒歩10分
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17．案内略図



〈入試に関するお問い合せ先〉

日本医科大学
学事部教務課  入試係

住　所：〒113-8602  東京都文京区千駄木 1-1-5

電　話：03- 3822- 2131（内線 5311、5406）

E-mail：kyoumu@nms.ac.jp

事務取扱時間：AM 8:30〜PM 5:00（土日祭日を除く。）
但し、平成 24 年 3 月 31 日（土）は、
PM 4 : 00 まで取扱。


